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張
出
し
架
設
工
法
の
起
点
と
な

る
柱
頭
部
工
の
作
業
が
終
盤
に
差

し
掛
か
り
、
本
社
か
ら
C
I
M試

行
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
た
の
は
1

年
ほ
ど
前
。
「
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
」
。
最
初
は
半
信
半

疑
だ
っ
た
大
賀
所
長
だ
が
、
厳
し

さ
が
見
え
始
め
て
い
た
工
期
へ
の

対
策
に
な
れ
ば
と
前
向
き
に
と
ら

え
た
。
ま
ず
取
り
か
か
っ
た
の
は
、

現
場
の
課
題
整
理
だ
っ
た
。

や
じ
ろ
べ
え
の
よ
う
に
左
右
に

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
P
C
を

張
出
す
一
連
の
作
業
で
は
、
桁
が

た
わ
み
と
上
げ
越
し
を
交
互
に
繰

大
林
組
が
施
工
す
る
相
模
原
市
の
「
さ
が
み
縦
貫
相

模
川
橋
上
部
工
事
」
で
、

c
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
が
現

場
運
営
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
橋
の
中
央
径
間
は

長
さ
1
5
0
Mに
達
し
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
P
C
(ブ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
を
張

り
出
す
難
し
さ
に
加
え
、
錯
そ
う
す
る
桁
端
部
の
配
筋

に
も
敏
密
な
施
工
が
求
め
ら
れ
る
。
大
賀
猛
所
長
は

「
事
前
の
作
業
確
認
に
3
次
元
モ
デ
ル
が
有
効
に
作
用

し
て
い
る
」
と
、

c
I
M導
入
の
効
果
を
口
に
す
る
。

C 

さ
が
み
縦
貫
相
模
川
橋
上
部
工
事

り
返
す
。
そ
の
計
測
に
加
え
、
桁

内
に
配
置
す
る
外
ケ
ー
ブ
ル
や
付

属
金
物
の
干
渉
も
事
前
に
厳
密
な

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
っ
た
。
桁
端

部
に
生
じ
る
過
密
配
筋
の
施
工
手

順
も
手
戻
り
が
許
さ
れ
な
い
。

「
施
工
判
断
を
迅
速
に
進
め
ら
れ

る
部
分
に
絞
り
、

3
次
元
の
活
用

を
決
め
た
」
と
明
か
す
。

同
社
の
中
で
C
I
M
に
取
り
組

む
の
は
海
外
工
事
1
件
を
含
め
計

凶
現
場
。
そ
の
推
進
役
を
務
め
る

土
木
本
部
本
部
長
室
情
報
企
画
課

の
杉
浦
伸
哉
課
長
は
「
導
入
現
場

の
噂
を
聞
き
、
自
発
的
に
手
を
挙

げ
る
現
場
も
多
く
、
今
年
度
に
は

別
件
を
超
え
る
だ
ろ
う
」
と
強
調

負担かけず
施工迅速化

計
測
情
報
を
モ
デ
ル
に
反
映

大賀所長

す
る
。
特
に
先
行
事
例
と
な
る
同

現
場
へ
の
思
い
入
れ
は
強
い
。

常
に
心
掛
け
て
い
る
の
は
、

C

I
M導
入
が
現
場
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
点

だ
。
「
3
次
元
モ
デ
ル
が
な
く
て

も
現
場
は
動
く
。
現
場
が
何
を
欲

し
て
い
る
か
を
探
り
、
そ
の
問
題

解
決
を
支
援
す
る
ツ
l
ル
を
提
供

す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
。

C
I
M
は
現
場
の
付
加
価
値
で
あ

る
べ
き
だ
」
。
現
場
が
使
っ
て
い

る
2
次
元
図
面
の
デ
l
タ
を
3
次

元
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
効
果
的
な

使
い
方
が
可
能
に
な
る
。

張
出
し
架
設
工
法
で
は
、
一
般

的
に
た
わ
み
や
上
げ
越
し
の
施
工

管
理
に
表
計
算
ソ
フ
ト
(
エ
ク
セ

ル
)
を
活
用
す
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

あ
え
て
測
量
結
果
を
3
次
元
に
可

視
化
し
、
誤
差
に
応
じ
て
色
分
け

し
て
表
現
し
た
。
桁
端
部
に
限
定

し
た
施
工
手
順
検
討
で
は
、
配
筋

図、

P
Cケ
ー
ブ
ル
図
な
ど
関
連

図
面
を
3
次
元
に
統
合
す
る
こ
と

で
、
事
前
に
干
渉
部
分
を
厳
密
に

杉浦課長

外
ケ
ー
ブ
ル
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
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示
し
た
。

現
場
技
術
者
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
い
、
可
視
化
さ
れ
た
3
次

元
モ
デ
ル
で
作
業
員
に
具
体
の
指

示
を
出
す
。
「
彼
ら
の
驚
き
は
、

実
に
印
象
的
だ
っ
た
。
難
航
す
る

と
思
わ
れ
た
過
密
鉄
筋
の
部
分
も

手
戻
り
な
く
順
調
に
進
ん
だ
。
わ

れ
わ
れ
の
負
担
が
な
く
、
施
工
判

断
を
迅
速
に
で
き
る
こ
と
は
、
現

場
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
」
と
、

大
賀
所
長
は
考
え
て
い
る
。

c
I
M
を
実
際
に
使
う
こ
と

で
、
現
場
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
も
出

て
き
た
。
完
成
後
に
は
維
持
管
理

を
想
定
し
、
生
コ
ン
の
属
性
情
報

を
発
注
者
側
に
提
供
す
る
予
定

だ
。
施
工
情
報
が
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
ツ
!
ル
に
な
る
と
の
思
い

か
ら
だ
。
杉
浦
氏
は
「
C
I
M
の

機
運
が
高
ま
る
中
で
、
問
わ
れ
る

の
は
3
次
元
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ

と
で
な
く
、
現
場
が
ど
う
使
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
現
場
ご
と
に
要
求
は

異
な
り
、

c
I
M
の
切
り
口
も
違

っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

工
事
の
進
捗
率
は
9
割
を
超

え
、
現
在
は
壁
高
欄
の
設
置
作
業

中
。
順
調
に
2
0
1
4年
2
月
末

の
竣
工
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
大
賀
所
長
は
C
I
M
と
の
か

か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
所
員
に
こ

う
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
「
3
次

元
の
効
果
は
絶
大
だ
が
、
こ
れ
が

答
え
で
は
な
い
。

c
I
Mは
ツ
ー

ル
で
あ
り
、
発
注
図
面
に
基
づ
い

た
成
果
物
を
提
供
す
る
こ
と
が
わ

れ
わ
れ
の
使
命
だ
」
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